　　　　　　　弘法大師空海　（774年ー835年）

　真言宗の開祖。和歌山県高野町高野山を開き修行の場とした。いまは観光地で有名です。

　空海については多くの方が沢山の本を書かれています。

　私は私らしいホームページを作ってみたいと思います。

　私自身「神秘体験」した関係で、空海の神秘体験について簡単に触れたいと思います。神秘体験・・・行などの特殊な条件のもとに起こる「幻覚」視覚や体感など。

　19才の空海は求問持聡明法を実修されました。

　以下　弘法大師伝による（漢字は新漢字に変えました）

「・・一人の沙門あり余に虚空蔵問持の法を示す、その経に説かく、若し人法によりてこの真言一百万遍を誦ずれば、一切の教法の文義暗記することを得と、ここに大聖の誠言を信じて・・」

　※HP作成者記入

　　沙門・・・出家の修行者

　　求問持法・虚空蔵菩薩の真言を一日１万遍唱える行を通算百日行う修行。

　　　　　　　ただし百日は連続していなくてもよい。

　　効果・・・大変な記憶力を得ること。（ここに書かれているのは）

　どのような行であったのか。

　ネット情報　ヤフー百科事典によると

　「空海」検索の一部引用

あるとき1人の修行者に出会い、求聞持法（ぐもんじほう）を授かった。そこで、阿波（あわ）（徳島県）の大滝岳、土佐（高知県）の室戸（むろと）岬、伊予（愛媛県）の石鎚（いしづち）山、大和（やまと）（奈良県）の金峰山（きんぶせん）などの聖地を巡り歩いて修行に励んだ。

※HP作成者記入　大滝岳はたぶん太龍嶽の誤りでしょう。

太龍嶽での神秘体験は大切です。・・・一時的に聴力が2倍になる

　「谷風のわきいずるのを聞いた」という体験をされています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（遠くでおこる小さな音が聞こえた体験）

　私はこの地で禅宗で言うところの「見性体験」されたのだと考えています。

　そして、「見性体験」後の聴力が強くなる現象を表していると思われます。

　私は2002年２月の見性体験後、部屋のクォーツ時計の音が前よりよく聞こえる

　ように感じたので聞きとれる場所に印をしておきました。後に普通の聴力に戻っ

　た時にやっときとれた場所は前の半分の距離のところでした。　

　つまり、わずかに2倍の聴力になっていただけですが、急変した聴力の変化は

　不自然感、不思議感はたいへん強いものでした。

　この時には高揚感が強くなり他にも色々な急変が起こります。

　私の場合「迷える子羊を導く人・キリスト」になったような感じもしました。

　ただし、感覚だけで力も何もないことは自覚できていました。

　この体験で、求道の生活が決定付けられました。見性＝自分に仏性を見る体験。

　四句請願の中の「衆生無辺請願度」を強く心に刻む効果がある。（心の救済行）

　私の「悟りとは何か」などのページに詳しく書いています。

　室戸岬の洞窟での体験は有名です。

　この洞窟で求問持聡明法を行っている時に神秘体験されました。

「行じていると、上から宝剣が舞い落ちてきて目の前の地面に突き刺さり、その後明星が遊来し、口から入り、体から光を発した」　（大意）

　これもなかなかの体験です。

　お釈迦さんは悪魔の邪魔に絶えながら坐禅を続けてついに悟りを開かれますが。

　次のように話されていたようです。

①「悪魔は邪魔が通じないので、自分の3人の娘を使って誘惑させた」

　　　　　　　　　　　　　　（見性体験の後の高揚感を連想させるに充分な描写です）

　お釈迦さんは娘たちをたくみに退けます。

② 娘達の誘惑も通じずに悪魔は

「地も割けよとばかりの雷鳴をとどろかせて坐禅を続けるお釈迦さんを脅しつけ

　ます。しかし、それにも耐えて坐りつづけるお釈迦さんに悪魔は邪魔を諦めます。

　そして明けの明星が現れます。」

①は空海のところの下から6行目に書いた高揚感のなせる業です。心の高揚感の反

　映として　いろいろな事を感じます。私はベッドに向かって坐禅をしていた時に

　誰も寝ていないのに掛け布団が女の人でも寝ているのかと思われるなまめかしげ

　な動きをしました。未熟な私の雑念が絵になったのでしょう。向きを変えました。

②明けの明星の前の恐怖的場面が、空海は宝剣の落下として描かれ、お釈迦さんは

　悪魔のとどろかせる雷鳴として描かれています。

　坐禅の世界では「百尺竿頭歩を進める」（大意）という実に恐ろしげな話しもあ

　ります。30ｍもの竿のてっぺんに立って、そこから歩を進めよというのです。

　いずれにしても「輝く明けの明星」は云うにいえないほどの美しさです。

　現在のCG（コンピューターグラフィック）ならば描写可能でしょうがしてはい

　けないことです。そんなものを見ても何の効果もないからです。

　行を積み重ね「脳を変える」ことで色々な効果を身につけることができます。

　そして「明けの明星」が見える段階にも達することができます。

　蛇足です。

　私の体験からするとここはまだ「行」の完成点ではありません。

　いうならば、自分を磨き人様を助けるために、マダマダ「行」で深さを追求しなければなりません。今の言葉で言うならば「謙遜」「利他行」などを極めるために。

　つづくは「解脱＝身心脱落」、さらに「涅槃」です。その先はマダ分かりません。

　涅槃は入滅の意味もありますが、ここでは神秘体験の意味で取り上げています。

　ここで登場いただいた　おふたりは「行」の力も優れ、なお長く「行」を続けられておられます。間違いなくこの段階を通られたことでしょう。

　「明けの明星」は大変美しく印象的なので書かれたり話されたのだと思います。

